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 聖書は、真実に悔い改めるならば赦され

ない罪はない、と語ります。これは途轍も

ないことです。世の中では、一度失敗する

と、なかなか社会復帰が困難であったりし

ます。また、ネット社会になり、必要以上の

制裁が加えられることもあります。そうい

う時代にあって、聖書が教える赦しに慰め

を覚えます。 

 では、なぜそのような圧倒的な赦しが与

えられるのでしょうか。それは、イエス・キ

リストが私たちの身代わりとなって十字架

に架かられたからです。「今月の聖書のこと

ば」に記されているのは、十字架上でイエ

ス様が発せられたことばです。以前も書き

ましたが、イエス様は何一つ罪を犯されま

せんでした。それは、三年間寝食を共にし

た弟子たちが証言しています。私たちはい

くら尊敬する人であっても、何らかの欠点

を見つけることはできます。しかし、イエ

ス様を三年間目の前で見て来た弟子たちは、

異口同音に罪がなかった、と証言していま

す。それは、目の前で見て来た人たちの証

言ゆえに、信頼に値します。そのように何

の罪も犯さなかったイエス様が十字架に架

かられました。そして、その十字架上で「わ

が神、わが神、どうしてわたしをお見捨て

になったのですか」と叫ばれました。イエ

ス様は、十字架上で父なる神様から見捨て

られたのです。イエス様は、十字架に架か

る直前まで、父なる神様とお祈りを通して

親しく交わりをもっておられました。しか

し、十字架に架かられた時、イエス様は父

なる神様から見捨てられました。その理由

は、私たち人間の罪を背負ったからです。

そして三時に、イエスは大声で叫ばれた。「エロイ、エロ

イ、レバ、サバクタニ。」訳すと「わが神、わが神、どうして

わたしをお見捨てになったのですか」という意味である。            

【マルコの福音書 15章 34節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

イエス様が十字架に架かられたのは午前 9

時頃ですが、12時になったとき、普段なら

最も明るい時間に、聖書には「闇が全地を

おおい、午後三時まで続いた」と書かれて

います。この「闇」は、イエス様が私たちの

罪を背負ったがゆえに暗黒の恐怖を味わわ

れたことを表しています。闇は、私たちの

罪を背負ったイエス様が父なる神様から見

捨てられるという「さばき」を受けられた

ことを表しています。イエス様は神様から

見捨てられるという地獄の恐怖を味わい、

「わが神、わが神、どうしてわたしをお見

捨てになったのですか」と叫ばれたのです。

そして、大声をあげてから息を引き取られ

たことが聖書に記録されています。 

 このようにイエス様が私たちの罪を背負

って身代わりとなり、十字架に架かって死

んでくださったので、私たちに赦しの道が

開かれたのです。あの十字架によって、全

ての罪が赦される道が開かれたのです。で

は、どのようにしてその赦しを受け取るこ

とができるのでしょうか。それは、このイ

エス様の十字架を「私の罪のためである」

と受け入れることによってです。つまり、

自分自身がこれまで神から離れて生きて来

た罪を認め、赦しを請い、この十字架のイ

エス様を信じること、心に受け入れること

によって赦しが即座に与えられます。「即座

に」というのがポイントです。その後の修

行によって罪の赦しが与えられるのではあ

りません。赦しは一方的な神の恵みによっ

て与えられるのであって、私たちの行ない

によるのではありません。この罪の悔い改

めと赦しの機会は、地上に生のある限り、

最後の時まで開かれています。どうか、こ

の赦しの恵みを受け取ってください。 

 ◆コラム 

聖書が語る罪の赦しは、余りにも圧倒的なもの

なので、虫が良すぎるとお考えになるかもしれ

ません。しかし、これが神様の気前の良さなの

です。聖書の中で、神様は気前の良い御方とし

て記されています。それは、神様が人間をこよ

なく愛しておられるからです。神様の規準に照

らす時、神様の前に「ふさわしい」と認められ

る人は一人もいません。誰もが一度は罪を犯し

たことがあるからです。ただ、神様の憐れみに

満ちた赦しにも期限があります。それは、この

世に生がある限りであり、イエス様が再臨され

る時までです。ある人は「キリスト教の教えは

良いから死の直前に信じよう」と思うかもしれ

ませんが、それがいつなのかは誰も知りません。 


